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✓ 継続的にモダナイズされる、信頼性が高くインテリジェントな新しい

ストレージで、パフォーマンス要件の厳しいミッションクリティカルな

ワークロードに対処しながら、画期的なエネルギー効率で運用を

シンプルにします。  

✓ エンドツーエンドの NVMe と次世代のダイナミック ファブリック アー

キテクチャが、従来のストレージの制限を取り払い、極めて高い拡

張性、低レイテンシー、高可用性を実現します 

✓ Dellの Future-Proofプログラムなら、中断を生じさせずにモダナ

イズし、サステナビリティを確保します 

 

信頼できるイノベーション 

• あらゆるワークロードを統合 – マルチノード NVMeスケールアウト 

アーキテクチャでオープン システム、メインフレーム、ファイル、IBM i

ストレージを統合。  

• 画期的な効率性 – IOPS/ワットを最大 2.8倍増加 3、温室効果

ガスを最大 82%削減 4、インライン データ削減と 5:1のデータ削減

保証 5、メインフレームでは 3:1の DRR保証 6 

• パフォーマンスの最適化 – NVMe/RDMAを使用した新しいダイ

ナミック ファブリック テクノロジー、パフォーマンスを 2倍高速化 7、レ

スポンス タイムを 50%短縮。8 

• 常時稼働の可用性 – 優れた非同期、同期、Metro、マルチサイ

ト リモート レプリケーション、SmartDRにより、計画外のダウンタイ

ム/データ ロスを排除 

インテリジェントな自動化 

• AI主導のワークロードの最適化 – 複数のアレイにまたがるスト

レージ リソースの最適化を自動化 

• 合理化された NVMe/TCPセットアップ – NVMe/TCP リソースの

設定にかかる時間を最大 44%短縮 9、NVMe/TCPネットワーク

上の VMware vVolsをサポート 

• 統合管理 – セットアップ、変更、レプリケーション タスクをカバーする

完全統合型のファイル管理 

サイバー レジリエンス 

• 最高水準の安全性を誇るストレージ – ゼロトラストの導入を加速

する設計 10、組み込みのハードウェア ルート オブ トラスト、セキュア 

ブート、デジタル署名のファームウェア アップデートにも対応 

• 内在的な保護 – RSA SecureIDを使用した多要素認証により

不正アクセスを防止 

• 異常を検出 – 業界初のメインフレーム向けサイバー侵入検出
11(zCID)機能によってサイバー攻撃の異常検出を継続的に実施 

• サイバー リカバリー – 非常に細かい設定が可能なサイバー リカバ

リー戦略を大規模に実施、アレイあたり最大 6,500万のセキュア 

スナップショットを作成して、サイバー攻撃からより多くのデータを回

復 12 

• サイバー ヴォールト – SRDF エア ギャップ ソリューションに

より、データを本番ネットワークから安全なヴォールト内に 

分離 

Data Sheet 

Dell PowerMax 
業界で最高水準の安全性とエネルギー効率を誇る

ミッションクリティカル ストレージ 1 

今日のミッションクリティカルなアプリケーションには、エンタープライズ ス

トレージ インフラストラクチャに対する革新的なアプローチが必要 

今日のデジタル経済における比類のないソフトウェア イノベーション、マルチクラウドの俊敏

性、ワークフロー自動化の進歩は、データを利用して既存の枠組みを破壊するような革新的

なイノベーションを起こす機会をもたらしています。組織は、ビジネス ニーズに対応し、この機

会を活かすために、データが生成されてからイノベーションを起こすまでの時間を短縮する必

要があります。しかし、組織は今、さまざまな逆風にさらされています。データが急増し、かつて

ないほど多様化して分散しています。一方、組織では、高度なサイバー セキュリティの脅威か

ら IT インフラストラクチャを保護しながら、内部の運用サイロの解消、開発者の生産性向上

の課題に苦慮しています。  

組織がこれらの課題に対処するには、圧倒的なパフォーマンス、拡張性、セキュリティを妥協

なしで大規模に実現する、革新的かつ効率的で信頼できるエンタープライズ ストレージが必

要です。Dellの次世代 PowerMaxは、企業がデータの力を最大限に活用できるよう、安

全性とインテリジェンスを確保し、かつ継続的にモダナイズされるよう設計されています。  

最新の PowerMaxOS 10 リリースは、数十年にわたるソフトウェア イノベーションに基づき、

最も要求の厳しいミッションクリティカルなワークロードにインテリジェントで信頼できる安全なス

トレージを提供し、同時にシンプルな運用を可能にします。NVMeのダイナミック ファブリック 

テクノロジーに基づく新しい PowerMaxシステムは、パフォーマンス、拡張性、容量、エネル

ギー効率、セキュリティなど、あらゆる側面で従来のストレージの制限を排除して、従来のワー

クロードと次世代のクラウドベース アプリケーションの需要の増大に対応します。  

統合に対応した設計 

PowerMaxの設計は、極めて高いレベルのパフォーマンスとかつてないレスポンス タイムで要

求の厳しい混在ワークロードの統合を可能にします。最新型のスケールアップ/スケールアウト 

アーキテクチャは、リレーショナル データベース、リアルタイム分析、要求の厳しいトランザクショ

ン処理ワークロード、妥協のないアップタイムと極めて低いレイテンシーを必要とするビッグデー

タ アプリケーションに最適です。  

Dellの最新のPowerMaxシステムは、PowerMax 2500と8500の2つのモデルで構成されて

います。包括的にソフトウェアを同梱しているため注文もシンプルで、消費電力のモニタリング

機能とアラート機能も組み込まれています。PowerMax 2500は、コンパクトなパッケージでハ

イパフォーマンスを発揮し、従来のモデルと比較して半分のラック スペースで最大7倍の容量

(8PBe)13を備えています。効率性の高い設計に加えて、2500ではオープン システム、メイン

フレーム、ファイル、仮想環境向けの豊富なデータ サービスに対応します。  

 

PowerMax 8500は、予測可能なパフォーマンスと常時稼働の可用性を必要とする最も要

求の厳しい混在ワークロードに対して、優れたパフォーマンスを大規模に実現します。8500

は、最大18PBeの容量を備え、従来のモデルと比較してパフォーマンスは最大2倍高速化

し、レスポンス タイムは50%短縮しています。PowerMax 2500同様、8500もオープン シス

テム、メインフレーム、ファイル、仮想化ストレージを簡単に統合し、シンプルな運用、TCOの

大幅削減、ROIの向上を達成します。  

主要情報 

https://www.dell.com/en-us/dt/products/future-proof-program.htm
https://www.delltechnologies.com/asset/en-us/products/storage/industry-market/esg-data-reduction-report-dell-powermax.pdf.external
https://www.delltechnologies.com/asset/en-us/products/storage/industry-market/esg-data-reduction-report-dell-powermax.pdf.external
https://www.delltechnologies.com/asset/en-us/products/storage/industry-market/esg-cybersecurity-review-dell-powermax.pdf.external
https://www.delltechnologies.com/asset/en-us/products/storage/industry-market/esg-cybersecurity-review-dell-powermax.pdf.external
https://www.delltechnologies.com/asset/en-us/products/storage/industry-market/esg-business-value-report-dell-powermax.pdf
https://www.delltechnologies.com/asset/en-us/products/storage/industry-market/esg-business-value-report-dell-powermax.pdf


 
 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

どちらのモデルにも、パワフルなインテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー・ファミリー、高速

キャッシュ、NVMe/RDMA、100Gbの InfiniBand、消費電力モニタリング/アラート機能を備

えた新しいインテリジェント配電ユニットなど、厳しいサービス レベルを満たし、競争上の優位

性を得るために必要な最新のテクノロジーが組み込まれています。  

2500 と 8500には、革新的で柔軟な RAIDテクノロジーによって最高レベルのストレージ パ

フォーマンス、耐久性、エネルギー効率をもたらすいくつかの強みがあります。柔軟な RAIDで

は、より多くの使用可能なストレージ容量を確保するためストレージ メディアの高度な設定や

負荷分散、複数の RAIDオプション（RAID 1、5、6）を活用します。  

ダイナミック ファブリック テクノロジーと柔軟な RAIDを組み合わせることで、すべてのノードがす

べてのドライブにアクセスでき、シングル ドライブのアップグレードによりストレージ容量をお客様

の状況に応じて増やすことができます。  

どちらのモデルも、メインフレーム ワークロードと 32Gb FICON接続をサポートしています。業

界初のメインフレーム向けサイバー侵入検出(zCID)機能は、ユーザーが管理するルール セッ

トに関連する IBM z/OSデータ アクセス レートを継続的に監視し、侵入が検出されるとア

ラートを通知します。また PowerMax 8500は、IBM zHyperLink読み取り 14もサポートし

ています。  

画期的な効率性 

最新の PowerMaxOS 10 リリースでは、使用状況に基づくリアルタイムの消費電力と環境の

モニタリングおよびアラート機能が追加されています。新しいインテリジェント配電ユニット

(iPDU)が、2500 と 8500のそれぞれに標準で付属し、ラック内のすべてのコンポーネント（ス

トレージ、スイッチ、サーバー）の消費電力を追跡します。また、お客様は最新の動的データ

移動ソフトウェアを使用して、データセンターの拠点間でワークロードを簡単に移動して、電力

効率を最大化し、電力コストを削減することができます。  

PowerMaxは、グローバルなインライン重複排除と圧縮、スペース効率の高い安全なスナップ

ショット、テラバイト(TBe)あたり最大 80%の電力消費量の削減、シン プロビジョニングによっ

て、業界をリードするデータ効率を達成します。インライン重複排除と圧縮によるパフォーマン

スへの影響は実質ゼロです。あらゆる PowerMaxデータ サービスに利用でき、アプリケーショ

ン（ボリューム）ごとに有効と無効を柔軟に切り替えることができます。  

PowerMax 2500および 8500には、オープン システム ワークロードでは優れた 5:1のデータ

削減、メインフレーム ストレージでは 3:1のデータ削減が Dellによって保証され（業界

初）、あらゆる環境で効率性を最大限に高めることができます。  

統合型ファイル 

PowerMax 2500および 8500システムには、最新の 64 ビット ファイル サービスとアクティブ/

アクティブ ノード、新しいレベルの耐障害性、シームレスな Unisphere管理統合機能が組み

込まれています。これらの新しいモデルでは、高可用性ファイル サービス用に SRDF/S（同

期）リモート レプリケーションを追加することで、耐障害性が高めることができます。  

インテリジェントな自動化 

PowerMaxシステムは、AI主導のインテリジェントな自動化を念頭に置いて設計されていま

す。高度な AIOps、DevOps、コンテナをサポートすることで運用が合理化され、冗長性が

排除されているため、IT実務者は戦略的イニシアティブに専念できます。  

パターン認識と予測分析を使用して管理オーバーヘッドなしでパフォーマンスを最大限に向上

させる組み込みの機械学習によって、各システムで自律型ストレージを可能にします。時間と

負担を大幅に削減するシンプルな REST API を使用して、オープン システム ワークロードの

ストレージ プロビジョニングを自動化します。PowerMaxOS 10は、業界初のソフトウェアデ

ファインド NVMe/TCPユーティリティーによってストレージ リソースを自動化し、NVMe/TCP リ

https://www.principledtechnologies.com/Dell/PowerMax-8500-competitive-0922.pdf
https://www.principledtechnologies.com/Dell/PowerMax-8500-competitive-0922.pdf
https://www.delltechnologies.com/asset/en-us/products/storage/industry-market/esg-data-reduction-report-dell-powermax.pdf.external
https://www.delltechnologies.com/asset/en-us/products/storage/industry-market/esg-data-reduction-report-dell-powermax.pdf.external
https://www.delltechnologies.com/asset/en-us/products/storage/industry-market/esg-business-value-report-dell-powermax.pdf


 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ソースのセットアップに要する時間を 44%短縮します。NVMe/TCPは、導入コストの削減

と SAN設計の複雑さの軽減に役立ち、ミッションクリティカルなワークロード向けの拡張性

のある PowerMax ストレージ環境の構築を可能にします。  

マルチアレイ ワークロードの最適化 

マルチアレイ ワークロード プランナーは、複数の PowerMaxアレイにまたがるストレージ イン

フラストラクチャを分析し、ワークロードをホストするのに最適な場所を推奨して、パフォーマ

ンスとリソース使用率を最適化します。動的データ移動テクノロジーは、アレイベースのオー

ケストレーションおよびレプリケーション サービスを使用して、オンラインでデータを自動的に検

出、設定、移行し、PowerMaxおよび VMAXアレイ全体でシームレスなデータ移動を可

能にします。  

CloudIQヘルス チェック 

Dellの CloudIQモバイル アプリケーションにより、迅速な対応とストレージ環境の効率的

な管理のために必要な情報がすべて得られるため、管理者はインサイトを得るまでの時間

を短縮できます。また、プロアクティブ モニタリングと予測分析によるアラート通知や、

PowerMaxの総ヘルス スコアに加え、実用的な知見や修復措置の提案を伴うプロアク

ティブなアドバイスを、クラウドおよびモバイル デバイスからすべて無料で利用できます。  

最新の PowerMaxOS 10 リリースでは、AI主導の自律型ヘルス チェックが追加され、予

測分析を使用して、システム内の潜在的な課題を発生する前に特定します。容量が満

杯に近づく、ケーブルが緩んでいるなどの問題が特定されると、対応処置としてプロアクティ

ブな修復の提案が送信されます。  

DevOpsのオートメーションとコンテナー 

PowerMaxでは、高機能な API、SDKや、vRO、vRAなどの VMware オートメーション 

ツールのプラグイン、Ansibleなどの一般的な構成管理ツールのモジュールを使って、さまざ

まな開発、オートメーション環境で、ストレージ インフラストラクチャをコードとしてシームレス

に利用できます。  

PowerMaxは、Container Storage Interface (CSI)ドライバー標準を実装する初の主

要なエンタープライズ ストレージ ソリューションです。ストレージ ワークロードをコンテナ化して

生産性を最適化でき、ソフトウェア開発で起こっている大規模なシフトにも対応します。  

サイバー レジリエンス 

PowerMaxには、サイバー攻撃を防止し、攻撃の可能性を検出して、攻撃が起きた場合

に迅速にリカバリーする常時稼働の運用基盤を確保するための優れたサイバー レジリエン

スが備わっています。ゼロトラストの導入を加速するように設計され、STIG標準に準拠し、

米国の DoD認定製品リストに登録されています。TLS 1.3をサポートし、潜在的な侵害

が発生した場合にあらゆる段階で機密データを保護します。 

防御 

PowerMaxは、システム リソースへの不正アクセスを防止するよう特別に設計されていま

す。各モデルには、企業データを保護するためのイントリンシック（内在的）セキュリティ機

能と包括的なアクセス制御が組み込まれており、その機能の一部を以下に示します。  

• ハードウェア ルート オブ トラスト(HWRoT)は、PowerMaxのすべての安全な運用の

拠り所となる基盤を表します。HWRoTは、暗号化機能に使用されるキーを含んで

おり、セキュア ブート プロセスを有効にして、ファームウェアが改ざんされた場合のシステ

ムの起動を阻止します。  

• ファームウェア アップデートを適用するには、デジタル署名が必要です。  

• 自動暗号化ドライブ(SED)を使用したハードウェアベースのデータ暗号化により、ドライ

ブがシステムから取り外された場合の保護が保証されます。  

https://www.dell.com/en-us/dt/storage/cloudiq.htm
https://www.delltechnologies.com/en-us/storage/storage-automation-and-developer-resources/index.htm
https://www.delltechnologies.com/asset/en-us/products/storage/industry-market/esg-cybersecurity-review-dell-powermax.pdf.external
https://www.delltechnologies.com/asset/en-us/products/storage/industry-market/esg-cybersecurity-review-dell-powermax.pdf.external


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

• 安全なアクセス制御と改ざん防止監査ログは、PowerMax上のすべてのイベントを確実

に記録して不正アクセスからデータを保護します。  

• 管理者アクセス向け多要素認証(MFA)は、RSA SecureIDを使用した管理アクセスに

対する 2要素認証を提供します。  

検出 

CloudIQは、パターン認識と高度な分析を通じてシステムの正常性を追跡するために使用さ

れる強力なアプリケーションです。CloudIQの［Cybersecurity］タブを使用すると、

PowerMaxの正常な構成を定義して、システムを監視し、アレイが構成に違反している場合

にアラートを受信することができます。  

PowerMaxは、データ パターンを追跡し、データ削減率の変化や通常とは異なるアクセス パ

ターンなどの異常を検出して、システムがランサムウェアやマルウェアに感染した可能性があるか

どうかを特定します。疑わしい異常が検出されると、IT担当者は迅速に対応措置を講じること

ができます。  

業界初の zシステム向けサイバー侵入検出(zCID)機能により、データ アクセス レートの継続

的なモニタリングと検査が可能になり、制限を超えるとアラートを通知してアクションをトリガーし

ます。zCIDは SnapVXおよび zDP と連携し、侵入が疑われる場合は、スナップショットが作

成され保護されているデータを簡単にリカバリーできます。  

リカバリー 

PowerMaxは、安全で不変のスナップショットを使用して、業界で最も細分性の高いサイバー 

リカバリーを大規模に実現し、サイバー攻撃から数秒でのデータ復旧率を最大限に高めます。

管理者は、最大 6,500万の安全なスナップショットについてスナップショット ポリシーを設定し

て、目標リカバリー ポイント(RPO)を最適化し、データ ロスを最小限に抑えることができます。ま

た、PowerMax上のオープン システムおよびメインフレーム ストレージについては、安全な

ヴォールトからネイティブのサイバー リカバリーを実行するオプションもいくつか用意されています。

PowerMaxのサイバー ヴォールトは、安全なスナップショットを含む SRDF エア ギャップ ソ

リューションを実装し、オープン システム データを本番ネットワークから安全なヴォールト内に分

離します。 

ミッションクリティカルな可用性 

PowerMaxは、ミッション クリティカルな可用性の基準を定める存在となっています。厳格な

BC/DR要件に準拠する実績のあるアクティブ/アクティブのデータセンター レプリケーション、6秒

以内での中断なしの PowerMaxOS アップグレード、継続的なデータ整合性チェックのいずれ

においても、PowerMaxはミッション クリティカルなアプリケーションに対して非常に高いレベルの

データの可用性を確保します。 

ディザスター リカバリーのゴールド スタンダードである SRDF ソフトウェアは、優れた柔軟性と大

規模な拡張性を提供し（最大 2,000個のレプリケーション グループをサポート）、遠隔地や

複数のサイトにわたるリモート レプリケーションを可能にします。VPLEXは、VPLEX レプリケー

ション ソリューションを必要とする PowerMax 2500および 8500の導入環境でデータの可用

性をさらに高めます。  

安心のデータ保護 

SnapVXは、ローカライズされた保護およびリカバリーや、開発/テスト、分析、バックアップ、ソフ

トウェアのパッチ適用などのその他のユース ケースに使用できるスペース効率の高いローカル ス

ナップショットを提供します。SnapVXの安全で不変のスナップショットは、偶発的または悪意の

ある削除を防止し、指定された期間にわたって保存されます。統合コピー データ管理は、

Oracle、SQL、VMwareのような重要なアプリケーションとのアプリケーション コンシステントなオ

ンアレイのコピー オーケストレーションを可能にし、オペレーション リカバリーとコピー リパーパスを

実現します。  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 Dell PowerMaxのサイバーセキュリティ機能と、オープン システムおよびメインフレーム ストレージをサポートする競合他社のメインストリーム アレイのサイバーセキュリティ機能を比較した、

Dellの社内分析（2023年 4月）に基づきます。 

2 Dell PowerMaxの電力消費量に影響を与える、公開されている製品仕様および機能と、8PBeで動作するオープン システムとメインフレーム ストレージをサポートする競合他社のメイ

ンストリーム アレイを比較した、Dellの分析（2023年 6月）に基づきます。 

3 8K ランダム書き込みワークロードを使用した PowerMax 2500 と PowerMax 2000のワットあたりの IOPSを比較した、Dellの社内テスト（2023年 8月）に基づきます。 

4 5年間にわたり、8PBe (5kW)で PowerMax 2500を運用した場合と 8PBe (27.5kW)で PowerMax 2000 6台を運用した場合の総 CO2排出量に関する Dellの社内分析

（2023年 7月）に基づきます。 

5 オープン システム ストレージ向けの PowerMaxデータ削減ツール（重複排除とデータ圧縮）に基づいて 5:1のデータ削減保証を提供している Dellの Future-Proofプログラム

（2023年 8月）に基づきます。実際のデータ削減率は異なる場合があります。 

6 メインフレーム ストレージ向けの PowerMaxデータ削減ツール（重複排除とデータ圧縮）に基づいて 3:1のデータ削減保証を提供している Dellの Future-Proofプログラム（2023

年 4月）に基づきます。実際のデータ削減率は異なる場合があります。  

7 シーケンシャル読み取りヒット(128,000)の 1秒あたりのGB と、FCポートあたりの IOPSのベンチマーク（単一アレイ内）を使用し、PowerMax 8500 と PowerMaxを比較した、Dell

の社内テスト（2023年 4月）に基づきます。 

8 OLTPベンチマークを使用して PowerMax 2500 と PowerMax 2000を比較した、Dellの社内テスト（2023年 4月）に基づきます。実際のレスポンス タイムは異なる場合がありま

す。 

9 SFSSソフトウェアによる NVMe/TCP リソースの構成と iSCSIを比較した Dellの分析（2023年 4月）に基づきます。実際のパフォーマンスは異なる場合があります。  

10 Dellのゼロトラスト アーキテクチャの 7つの柱と Dell PowerMaxのサイバーセキュリティ機能を比較した Dellの社内分析（2023年 4月）に基づきます。 

11 メインフレーム ストレージ向けの PowerMax 2500/8500サイバー侵入検出機能とメインストリーム メインフレーム製品を比較した Dellの社内分析（2023年 8月）に基づきます。 

12 PowerMaxのサイバー リカバリーの拡張性と競合他社のエンタープライズ アレイを比較した Dellの分析（2023年 4月）に基づきます。2日間で 10分、7日間で 60分の RPOを

想定し、PowerMaxで構成された平均的なボリューム数を 5,000 とすると、200万を超えるスナップショットが必要になります。  

13 PowerMax 2500のラック ユニット（1.75インチ）あたりの実効ストレージ容量を PowerMax 2000の容量と比較した、Dellの社内分析（2023年 4月）に基づきます。実際のス

トレージ容量は異なる場合があります。  

14 zHyperLink読み取り。 
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PowerMaxの詳細 
デル・テクノロジーズのエ

キスパートに問い合わせ

る

メインフレーム環境では、Dellの GDDRサイバー保護自動化(zCPA)機能と PowerMax スナップ

ショットを含む SRDFの機能を利用して、メインフレームのサイバー ヴォールトで保護されているデー

タのコピー作成と保存を自動化できます。  

アズ ア サービスの柔軟性を備えた、継続的にモダナイズされるストレージ 

Dellの Future-Proof プログラムは、ストレージの購入に対する不安を解消します。PowerMax を

購入すると、評価なしで 3年間の満足度保証、ハードウェア投資保護、オープン システムでは 5:1

のデータ削減保証、メインフレーム ストレージでは 3:1のデータ削減保証が得られます。  

ストレージ アズ ア サービス インフラストラクチャ  

Dell APEX Flex on Demandでは、時間の経過とともに増減するお客様のワークロードに対応す

るよう、当社がお客様と協力して適切な容量サイズを柔軟に提供します。使った分のテクノロジーの

みに対して支払いながら、PowerMaxのバッファーの容量が必要になった場合はすぐにアクセスでき

ます。支払金額は、実際の使用量に応じて増減が調整されます。PowerMaxの拡張性およびサ

イバー レジリエンスと、Dell APEX Flex on Demandの俊敏性および柔軟性を兼ね備えていま

す。  

エキスパートによる支援 

Dellのコンサルティング サービス エキスパートは、ビジネスのニーズと ITのニーズのバランスを取るため

に何が必要かを理解しています。当社の成果重視のアプローチにより、クラウド プラットフォーム、ワー

クフォース エクスペリエンス、高度なアプリケーションを提供し、耐久性のあるビジネスを実現する能力

を高めることができます。Dell Technologies ProConsult Advisory Servicesは、有益で持続

可能な変化に向けた計画を促進します。当社のサービスの基盤である、AS- IS/TO-BE（現状/

将来像）手法を使えば、お客様の現状と理想の状態を深く分析できます。こうした状況を明確に

把握することにより、モダナイゼーションによってもたらされるビジネス上のメリットをより迅速かつ確実

に、そしてリスクを軽減しながら実現することができます。当社のサービスは、6週間以内にお客様の

ビジョンに沿った目に見える成果を達成できる戦略を策定し、実施するように設計されています。  
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